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AMED公募課題 「令和 4年度 難治性疾患実用化研究事業」 
への共同研究企業としての参画のお知らせ 

 

当社は、共同研究先である大阪大学大学院医学系研究科 再生誘導医学の玉井克人寄附講座教授

が研究代表者として採択された、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）が実施する令和4

年度「難治性疾患実用化研究事業」において、共同研究企業として参画しますことをお知らせいたしま

す。 

 

研究開発課題名：低侵襲かつ高効率な栄養障害型表皮水疱症遺伝子治療法開発 

 

栄養障害型表皮水疱症は皮膚の最外層にある表皮組織の接着に必要なⅦ型コラーゲンの遺伝的欠

損を原因として、生まれた直後から全身熱傷様の水疱、びらん、潰瘍形成を生涯繰り返す、厚生労働省

指定難病です。患者皮膚は経過ともに次第に瘢痕化（線維化）して手指の棍棒状癒着や開口障害、食

道狭窄を合併し、QOLは著しく低下します。現時点で栄養障害型表皮水疱症の根治的な治療法はなく、

その開発は現代医学における喫緊の課題です。 

当社が大阪大学大学院医学系研究科との共同研究で開発を進めている幹細胞遺伝子治療（開発コ

ード：PJ5）は、表皮水疱症患者皮膚から間葉系幹細胞を低侵襲性に採取する独自の開発技術を基盤と

して、レンチウイルスベクタ―を用いてⅦ型コラーゲン遺伝子を患者皮膚由来間葉系幹細胞に効率的に

導入し、患者皮膚へと戻して持続的VII型コラーゲン供給を可能にする根治的表皮水疱症治療技術で

す。 

本AMED採択研究では、当社においてこれまでに蓄積された幹細胞遺伝子治療研究の豊富なデータ

と知見を活用しながら、研究代表者である大阪大学大学院医学系研究科・玉井克人寄附講座教授ととも

に栄養障害型表皮水疱症の根治的治療を実現します。 

 

なお、本件による当社の2022年7月期業績への影響は軽微であります。 

以 上 

 

（ご参考）国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）Webサイト、採択情報一覧 

https://www.amed.go.jp/koubo/11/02/1102C_00039.html 
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